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それを西山の治山事業と砂防事業と合わせて、

河川のしゅんせつとか、あるいは支障木は大分

してもらいましたけども、容量が、特にフラワ

ー長井線の下の鉄橋辺りは非常にたまる、たま

りやすいんです。そういったところをどう直し

ていくかということで、これは県の事業になり

ます。これは県議を通して、あるいは我々、直

接県のほうにも依頼して、県のほうでも、緊自

債とか浚渫債とか、いろんな災害の特別のため

の政策ができていますので、それを進めていた

だいていますが、むしろ、田んぼダムをどうす

るか、あとは最上川のところから、野川土地改

良区さんのご協力で中央地区のほうに水を入れ

てもらっているわけですね。その管理が先ほど

建設参事とかにあった件だと思うんですが、そ

の辺のところをどういうふうにスムーズにやっ

ていくか。 

 あと、あわせて、どうしても水があふれてし

まうところ等あるんですが、これはごめんなさ

い、今年、防災マップを新たなものを皆様のほ

うにお届けいたしますが、その際に、危機管理

室、防災危機管理課のほうにお願いしているの

は、十分な説明をして配ってくださいと。です

から、自主防災組織あるわけです、そういった

ところに地区ごとに集まっていただいて、説明

した上で、ちゃんと、はいってただ送るだけで

はなくて、分からないところあったら教えてく

ださいということで、各市民にまず理解してい

ただけるような配布方法を考えてほしいと言っ

ているんですね。というのは、令和４年の後の

中央地区長会から大分いろんな要望がありまし

た。ここのところがあふれたから広げろとか、

あるいはここを、曲がっているから真っすぐに

しろとか、でも、容量が小さいので同じなんで

す。防災マップ、前回配ったときは、大分お叱

りをいただきました。何でうちが真っ赤っかな

んだと、直せと、こんなの許さない、こう言わ

れるんです。でも、それが現実なんです。防災

マップというのは、今、自分がお住まいのとこ

ろがどういう状況にあるか、それを理解しても

らうものなんですが、それで怒るわけですよ、

気持ちは分かります。これは長井市というより

も、土地改良区だけではなくて、一帯で考えな

くてはいけないので、こういったところの組織

は、自主防災組織も含めてやらなくてはいけな

いと思っておりますので、大変申し訳ありませ

ん。そんなことでご提言をいただきながら、今

後とも検討してまいりたいと思いますが、ぜひ

今後ともお力添えを賜りますようにお願いしま

す。ありがとうございました。 

○内谷邦彦議長 11番、浅野敏明議員。 

○１１番 浅野敏明議員 詳しく答弁いただきま

した。 

 野川土地改良区の野川本線に放流する分水堰

は、今までの多分大雨が降ったときに開放、開

門しているんだと思うんです。これは情報で早

期に事前防災として開放も可能だと思いますの

で、この辺を今後、検討に加えていただければ

と思います。 

 これで質問を終わります。 

 

 

 鈴木富美子議員の質問 

 

 

○内谷邦彦議長 次に、順位２番、議席番号９番、

鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 おはようございます。

ともに長井の鈴木富美子です。 

 このたびの質問は大きく３点の質問となりま

す。 

 最初に、すみれ学園の運営状況について質問

いたします。 

 長井市内における発達支援、障がい児支援施

設であります、すみれ学園は、子供本人だけで

なく、そのご家族にとって重要な施設となって
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おります。５歳児健診が始まるなど、発達に特

性のある子供への早期支援の重要性が認識され、

児童発達支援施設の利用ニーズが高まっている

と感じております。このことを踏まえて２点質

問をいたします。 

 最初に、すみれ学園の現在の利用状況につき

まして、どのように把握されているのか、子育

て推進課長にお聞きいたします。 

 すみれ学園を利用したくてもできない待機や

利用調整が出ている状況にはないでしょうか。

また、保育士、児童指導員など専門職員の配置

は十分でしょうか。保護者との相談室もありま

すが、相談体制や家庭との連携はどのように行

われているのでしょうか、お聞きいたします。 

○内谷邦彦議長 三浦美佐子子育て推進課長。 

○三浦美佐子子育て推進課長 利用状況について

ですが、全国的に少子化が進んでおりますが、

障がいや特性のある子供の数は増加傾向にあり

まして、議員ご発言のとおり、長井市において

も５歳児健診の実施などの影響もあり、同様に

年々増加傾向にあります。 

 すみれ学園においては、未就学児を対象とす

る児童発達支援と就学児を対象とする放課後等

デイサービスを実施しておりますが、双方とも

利用児童が増加しており、特に放課後等デイサ

ービスについては、長井市内だけでなく白鷹町、

飯豊町にある民間事業所では、いずれも満員の

状態にありまして、受入れ増が難しいことから、

この４月より長井市で運営しているすみれ学園

において、支援を必要とする児童及び保護者の

ために、放課後等デイサービスの１日の定員を

10名増員いたしまして、20名といたしました。 

 職員配置については、利用する児童の定員増

に合わせ、専門職の児童発達支援管理責任者を

１名増員するとともに、従来から配置している

看護師等を含め、利用児童が減少した西根児童

センターの保育士などの職員をすみれ学園に配

置するという、経営上、簡単なことではないの

は承知の上ですが、子供たちとご家庭のため、

よりよい療育としっかりとした支援が可能な人

員体制を整えたところです。 

 また、放課後等デイサービスを中心に、西置

賜管内の児童福祉サービス事業所と連絡調整の

場を設け、情報交換や利用調整を行い、現時点

においては定員を増やしたこともあって、いわ

ゆる待機の状態は発生していないものと承知し

ておりますが、利用希望は今後も増えていくこ

とが予想されることから、今後も関連機関と協

力し、情報収集に努めてまいります。 

 利用状況につきましては、５月末現在で、放

課後等デイサービスの登録人数は30名で、多い

日の利用は16名の利用でございます。 

 また、相談体制につきましても議員からご発

言いただいたとおり、すみれ学園内に設置され

ている相談室やテレワーク室において、保護者

からの相談にいつでも専門スタッフが対応でき

る体制を整えておりますし、毎日、園生活の様

子は連絡帳でお知らせし、園は必要に応じてご

家族との面談を行って、密に情報共有を図って

おります。 

 そして、月１回、すみれカフェという名称で

すが、保護者の方々の交流の場を設けまして、

子供も保護者も安心して利用できる環境を整え

ております。 

○内谷邦彦議長 ９番、鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 課長にお答えいただき

まして、充実しているのだなと、ちょっと実感

したところでございます。 

 先ほど話にありましたように、利用者が多く

て４月からは放課後等デイサービスの人数を増

やしたということをお聞きしていますが、これ

まで放課後等デイサービス、本当、行き先に困

っていた保護者のことを考えますと、大変だっ

たんだなと思っております。 

 今、すみれ学園の施設の大きさを考えますと、

手狭ではないかとちょっと思っているところも
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ございます。お聞きしますと、現在は、ふらり

や西根児童センターも利用しているようですが、

ふらりの運動場にはエアコンもなく、最近の異

常気象では児童の健康に不安を感じるところも

あると思います。また、西根児童センターにつ

いては、移動するだけで最低10分ぐらいかかる

と思いますが、冬期間利用するとなると、送迎

だけで時間が過ぎてしまうようにも思います。

そう考えますと、すみれ学園の近くにあります

保健センターの利用が最適だと思えるのですが、

いかがでしょうか。 

 現在でも、時々、２階のお部屋を使用してい

るとお伺いしましたが、恒常的に利用できるよ

う、保健センターの利用方法を検討してはどう

でしょうか、お聞きいたします。 

○内谷邦彦議長 三浦美佐子子育て推進課長。 

○三浦美佐子子育て推進課長 議員からは、日頃

からすみれ学園について、様々なご提言、ご提

案をいただき感謝申し上げます。 

 議員からご提案のありました保健センターの

利用につきましては、これまでもその本来の用

途に支障のない範囲で、既に利用させていただ

いている経過がございますが、保健センターに

ついては、本来の用途である健診等や会議など

の利用のため、恒常的な利用は困難な状態にあ

り、また、施設そのものが子供が遊ぶまたは子

供の支援を行うための設計となっていないため、

設置されている器具などによる子供のけが、そ

れらの器具などを子供が破損する危険性も排除

できません。利用する児童の障がいや特性に合

わせての利用となるため、恒常的な利用は不可

能であることをご理解いただきたいと思います。 

 なお、すみれ学園の利用定員の増に係る支援

スペースの確保については、児童発達支援と放

課後等デイサービスの利用時間が異なることか

ら、職員が工夫し、利用スペースの調整を行っ

ております。 

 また、すみれ学園の施設には、テレワーク室

が設けられておりまして、当初、そのスペース

での子供の支援というものは想定していなかっ

たものの、その部分の利用が可能な場合におき

ましては、放課後等デイサービスで有効活用し、

子供たちの支援を行っているところであります。 

 支援を行う場所として、夏休み等の長期休み

の期間や学校の振替休日等、児童発達支援と放

課後等デイサービスの利用が重なる時間帯が課

題と考えておりますが、これらの日には議員ご

発言のとおり、ふらりを利用させていただいた

り、西根児童センターを利用したりして、園児

との交流を兼ねて、その支援を実施しておりま

す。 

 また、今後も利用する子供のそれぞれの障が

いの特性や状況に応じた利用内容を考慮しなが

ら、現在も活用している「くるんと」やほかの

施設を活用することも検討していくとともに、

すみれ学園は長井小学校に隣接していることも

あり、支障のない範囲で校庭やその遊具を利用

させていただくことも検討してまいりたいと思

います。 

○内谷邦彦議長 ９番 鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 今お聞きしますと、制

度上課題があることは、保健センター、理解い

たしますが、人口減少が進む中で既存施設を個

別に運営する時代から、今、地域資源を連携、

共有しながら活用する時代に入っているのでは

ないかと私は思います。 

 モデル事業や試行的な連携からも庁内で検討

する必要もあると思いますので、ぜひ、前向き

に検討していただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○内谷邦彦議長 三浦美佐子子育て推進課長。 

○三浦美佐子子育て推進課長 議員からご提言の

あったことについてですけれども、保健センタ

ーにつきましては、建築基準法の兼ね合いもあ

りまして、子供が遊ぶような設計にはなってい

ないということで、かなり困難を伴うことでは
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ありますけれども、そのような視点も検討しな

がら、今後も子供たちの支援がよりよい方向に

進んでいくように、関係機関とも検討してまい

りたいと思います。 

○内谷邦彦議長 ９番 鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 ぜひ、よろしくお願い

いたします。 

 施設があるということで、それをうまく使っ

ていくことも大事かなと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 次、２項目めに入らせていただきます。 

 西根児童センターの整備についてお聞きいた

します。 

 西根児童センターは、西根地区における子育

て支援として重要な役割を担っていると思いま

す。 

 一方で、少子化のため、入園する児童も減少

しており、また、施設の老朽化の課題も出てき

ておりますので、これらを踏まえて２点ほどお

聞きいたします。 

 初めに、現在の利用児童数の推移をどのよう

に分析されているか、利用児童数に合わせた保

育士や職員の配置について、どのようにお考え

か、子育て推進課長にお聞きいたします。 

○内谷邦彦議長 三浦美佐子子育て推進課長。 

○三浦美佐子子育て推進課長 少子化が急激に進

んできていることから、西根児童センターに限

らず、全ての児童センターにおいて、入所児童

が減少している状況であります。 

 西根児童センターにおいては、現在利用して

いる児童の状況として、年長児が地区全体に４

名いらっしゃるのに対し１名の利用、年中児が

12名に対し３名の利用、年少児７名に対して１

名の利用となっておりまして、職員数について

は４名の配置でございます。 

 また、今後、入所が予定される西根地区に在

住している子供の数ですけれども、２歳児が６

名、１歳児が５名、ゼロ歳児が４名と、子供の

数自体が少なくなっておりますが、利用者の保

護者の方々からは、地域に根差した施設であり、

地域と一体的な活動ができていることから、少

人数の保育の利点など、一定の評価をいただい

ているところであります。 

 継続して利用したいという意見もありますこ

とから、今後、同じ西根地区にあります、やま

がたもりもりの森における里山を活用した保育

を取り入れるなど、子供を中心とした特色ある

保育環境を整備し、それらを広く情報発信し、

選ばれる保育施設となるよう検討を進めてまい

ります。 

 職員体制については、国が定めている配置基

準にのっとり、また、朝晩の延長保育にも対応

できるよう、保育士等の配置１名を行っている

ところでありまして、今後も実際に従事する職

員の意見も参考にしながら、安心・安全なこど

もまんなか保育が可能な人員配置を行ってまい

りたいと考えております。 

○内谷邦彦議長 ９番、鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 お子さんは西根にいら

っしゃるんですが、なかなか西根に足を運べな

いという事情も何か分かると思うんです。ご父

兄の方が自分のお子さんを連れて、職場に近い

ところにお預けしているということもすごく影

響しているんではないかなと私的には思います。

それはご家庭の事情でありますので、ぜひ西根

だから西根に入ってくださいというわけにはい

かないと思いますので、ぜひ、今いる児童を大

事にしていただきまして、選ばれる児童センタ

ーになるということは私もいいなと思っており

ます。 

 次に、市長にお聞きいたします。 

 西根児童センターの本年度の児童数は、先ほ

どお聞きしたように５人です。また、施設も老

朽化しておりまして、これをどのように維持し

ていくか、大きな課題だと私は思います。 

 その場合、西根児童センターだけを考えるの
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ではなく、市長がこれまで示してこられたよう

に、他の公共施設、具体的には西根学童クラブ、

西根コミセン、西根小学校を含めた複合化の検

討を始めるべきではないかと思います。そうす

ることで、西根地区の子育ての拠点ができると

思うのですが、市長のお考えをお聞きしたいと

思います。 

○内谷邦彦議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木富美子議員から、私のほう

へは、西根児童センターと学童クラブ、コミセ

ン、小学校との複合化の検討を始めるべきでは

ないかというご提言をいただきました。ありが

とうございます。 

 ご承知のとおり、令和８年から令和17年の第

２次の長井市の公共施設等整備計画をスタート

したわけではございますが、これから造る、整

備しなくてはいけないものとしては、まずは大

きなものとしては学習プラザの長寿命化、これ

はもう既に具体的に進んでおります。 

 一方で、今、議員からもありました中央地区

以外は、５地区は児童センターが公設しており

ます。一部、直営と社会福祉協議会に指定管理

でお願いしているところもございますけれども、

したがって、私どもとしては、中央地区も含め

てこどもまんなか社会の実現のために、これを

できれば合築、あるいは最低でも同じ敷地内に

それが集まっていることによって、小さいお子

さんから若い人、子育て世帯あるいは高齢者も

含めた、そういった地域の拠点として子供たち

を応援するような、そういう地域をつくってい

く必要があると考えておりまして、そちらにつ

いては、今年はまず、教育委員会のほうで小学

校をどうするか、それから中学校をどうするか、

統廃合を含めて、こちらを改めてその協議のほ

うをスタートさせていただいて、その過程の中

から、今度は私どもとしては、先ほど申し上げ

ました小学校とか、小学校は、できれば私ども

としては当面統廃合しないで、そして、中央地

区以外はすぐそばに児童センターがあるわけで

すから、それと学童クラブ、また、今度はコミ

セン、コミセンには若い人からお年寄りまで集

まるような機能をどんどん集約していきますの

で、そうすると、子供たちを中心に、周りの地

域の人たち、大人から子供をみんなで育てよう

ということで、これから人口減っていく中でも

地域が活性化して、そして、先ほど子育て推進

課長の質問ございましたように、児童センター

は本当に保育士の先生と園児が同数ぐらいの状

況なんですね。それじゃあ廃止したらどうかと

いう声もあるかもしれませんが、やはり私ども

としては、これからの人口減少社会の中で、一

番の若い人たち、子育て世帯も含めて、ぜひ、

このまちに住みたいと思うものは教育と子育て

だと。特に、就学前児の保育については、今ま

でちょっと軽視されてきたんですが、そこから

きちんとしていくことが、子供たちにとって次

の時代を生き抜く、そういう力を育むことであ

り、そして、みんなで子供たちを応援するよう

な、そういう地域社会が必ずや、これからは人

口を減らさずに、むしろ保育留学に来てもらえ

るようにしようと。必ずしも、保護者と園児は

地元に住んでもらうわけですけども、状況によ

っては、保護者の、例えばお父さんとかお母さ

ん、どっちかが二拠点生活して、週末はこちら

で過ごすとか、そういうことも考えられるわけ

ですし、これは何とかここを、私どもとしては

売りにして、特に周辺地域ではなくて、首都圏

はじめ大都市から、私ども長井市に保育と教育、

教育について本当に子供たちの満足度が、我々

考えている以上に、例えば小学校でしたら、子

供たち、文部科学省の調査あるわけですけども、

86％とか、中学校は90％以上の子供たちが満足

だ、学校に行くのが楽しいと言っているわけで

す。それは、全ての児童、それから生徒ですか

ら、そういう意味では、子供たちはいろいろ事

情があって、学校に来られないお子さんもいら
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っしゃるかもしれませんけども、取り立てて全

面的、全体的に見ますと、長井の教育は非常に

評価が高いと。 

 ただ、保育の部分はまだまだ余地があります

ので、課長からありましたように、長井の豊か

な、そして、すばらしい自然の中で生き生きと

伸び伸びと保育していけるような環境を併せて

つくっていきたいと思っています。 

 そういう意味では、ちょっとお答えに返りま

すけれども、小学校とコミュニティセンター、

そして、児童センター、中央地区は児童センタ

ーはありませんけども、あと学童クラブに加え

て、例えば高齢者の独り暮らし、高齢者だけの

世帯が多いので、そういう高齢者のシェアハウ

スとか、あとは老人の介護福祉施設なども、地

区によっては一緒にすべきだという声があるか

もしれません。あとは、例えば農産物の直売所

も一緒にしたほうがいいとか、コンビニも入れ

たほうがいいとか、そういうこともあると思い

ますので、それらについて、早速、今年からそ

ういう地区ごとの会議を設けて、そしてその中

でみんなでいろいろ意見を出しあって、１年、

２年では決められないかもしれませんので、で

きますれば、３年、４年かかったとしても、第

２次公共施設等整備計画の後期のほうで、後期

の５年間でそれが合意できたところから着工、

工事等々を始めていくということが望ましいな

と考えているところで、おっしゃるとおり、ぜ

ひ複合化を、今度は我々市役所だけではなくて、

一部の検討委員会だけではなくて、地域の皆様

とそういう会議を設けて検討していただくよう

に進めてまいりたいと思っております。 

○内谷邦彦議長 ９番、鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 市長がおっしゃるよう

に、教育、子育て、本当に大事だと思います。

先ほど、すみれ学園のほうで話ししましたよう

に、例えば小学校に入る前の保育は本当に大事

だなと。それを大事にすれば、絶対戻ってくる

と、私はふるさとを忘れないということを、し

っかりと子供たちに植え付けたいなと思うとこ

ろに力が入ってしまいます。 

 市長から前向きな答弁いただきました。時間

がかかるということは十分分かります。西根に

つきましては、活断層もあるので、その辺もす

ごく検討の余地がありまして、ちょっと厳しい

かなと思っているところもありますので、しっ

かりと地元の方の意見を聞きながらぜひ進めて

いただければと思います。 

 先ほど、老齢者の、老人とも一緒にというこ

とで、私たちもその部類に入ってきますので、

そういう複合施設とはいきませんが、みんなが

住みやすい地域を目指していければと、私的に

は思うので、ぜひ、西根をモデル地区にしてい

ただきながら、ほかにも進めていただければと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次、３点目に入らせていただきます。 

 ３点目は、文教の杜周辺の整備施策について

お聞きいたします。 

 現在、長井市では、文教の杜周辺におきまし

て、空き家、空き店舗等を活用したまちなか美

術館や文化拠点の整備を検討しているとお聞き

しております。 

 そこで、具体的な整備に関しまして、市長と

観光文化交流課長にお聞きいたします。 

 初めに、この取組の狙いと基本的な考え方に

ついて、観光文化交流課長にお聞きいたします。

単なる空き家対策ではなく、どのような文化的

価値の創出や地域活性化を目指しているのか、

お聞きいたします。 

 また、想定しているまちなか美術館の具体的

な姿について、展示内容、運営主体、地域住民

や来客者との関わり方など、現時点での構想も

お聞かせ願いたいと思います。 

 この事業によりまして期待される効果につい

て、観光誘客、交流人口の拡大、子供たちの学

びの場としての活用など、どのような成果を見
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込んでいるのかお聞きしたいと思います。 

○内谷邦彦議長 丸山邦昭観光文化交流課長。 

○丸山邦昭観光文化交流課長 文教の杜周辺につ

きましては、平成30年の２月に、国の重要文化

的景観、最上川上流域における長井の町場景観

に選定され、舟運によって栄えた町並みや商家、

水路、祭礼など、人々の暮らしの営みが一体と

なって形成された貴重な景観が今も残るエリア

でございます。 

 重要文化的景観の選定箇所数について、ちょ

っと触れさせていただきたいと思いますが、令

和８年２月現在、全国で74か所、県内では２か

所、東北でも４か所しか選定されておらず、本

市にとって大変貴重な地域資源でありますが、

その価値を十分に今まで生かし切れていないと

いう課題もございます。 

 このたび、都市構造再編集中支援事業による

まちなかウオーカブル・居住環境地区の取組を

進める中で、宮・小桜エリアを中心とした面的

整備を行い、この重要文化的景観の価値を生か

しながら、地域の魅力向上やにぎわい創出につ

なげていく絶好の機会であると考えております。 

 文教の杜周辺における空き家・空き店舗の活

用につきましては、単なる空き家対策として進

めるものではなく、本市が有する歴史、文化、

景観資源を生かしながら、新たな交流やにぎわ

いを創出し、地域の魅力向上と活性化につなげ

ていく取組として検討を進めているところでご

ざいます。 

 特に、このエリアには小桜館、旧丸大扇屋を

はじめとする歴史的建造物や最上川水系の豊か

な水環境、さらに、重要文化的景観の構成要素

となる水路や町並みなど、本市の歴史や暮らし

の営みを今に伝える貴重な地域資源が集積して

いるところでございます。 

 こうした資源を単に保存するだけでなく、市

民や来訪者が実際に歩いて、見て、感じ、そし

て、交流することで、その価値を未来へつない

でいくことが重要であると考えます。そのため、

地域の歴史や文化に触れながら、歩いて楽しめ

るまち、滞在したくなる空間、人と人との交流

が自然に生まれる場を創出し、居心地がよく、

歩きたくなるウオーカブルなまちづくりを進め

てまいりたいと考えております。 

 また、まちなか美術館につきましては、１つ

の美術館を整備するものではなく、空き家・空

き店舗を活用しながら、ミニ美術館などの展示

空間や創作活動などの場を点在させ、まちを歩

きながら文化や芸術に触れることができる仕組

みをイメージしているところでございます。 

 例えば地域ゆかりの文化や芸術作品の展示、

地域作家の発表の場、また、子供たちの学びや

創作活動の場、さらには、カフェなどとの連携

による交流拠点など、多様な活用の可能性につ

いて検討してまいります。 

 さらに、長井駅や「くるんと」、道の駅、旧

長井小学校第一校舎などから、宮・小桜エリア

へと人の流れをつくれるよう、まちなか全体を

回遊しながら文化や景観を体感できる仕組みづ

くりも重要であると考えます。 

 この取組により、交流人口や関係人口の拡大、

中心市街地の回遊性向上に加え、市民が地域の

魅力や価値を再認識し、長井への誇りや愛着を

深めること、さらには若い世代や民間事業者に

よる新たなチャレンジや空き店舗活用につなが

ることを期待しているところでございます。 

 今後につきましては、関係部署と連携を図り

ながら、整備内容について検討を進めてまいり

ます。 

○内谷邦彦議長 ９番、鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 課長、ご存じかちょっ

と分かりませんが、何年か前にまちなか美術館

ということで、十日町の商店の方に、ずっと障

がい者の絵を展示させていただいて、３年ぐら

い続いたと思うんですけど、ああいった私はイ

メージをしていましたけども、ああいう事業を
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継続していかないと、単発的につくったからい

いよではなくて、そういう民間の力を借りなが

らしていくことが大事だなと思っております。 

 障がいをお持ちの方のすばらしいのがいっぱ

いありますので、そういったことで交流人口を

増やせるのではないかなと、ちょっとその点、

思いますが、課長はどう思われますか。 

○内谷邦彦議長 丸山邦昭観光文化交流課長。 

○丸山邦昭観光文化交流課長 私もその当時、観

光のほうに携わっておりまして、そういった作

品を展示されて、十日町、大町の商店の方々に

ご協力いただいて展示されたということを私も

記憶しております。 

 先ほど話のほうでもちょっと足りなかった部

分がありますが、障がい者の方々の作品、そう

いったところも展示できるような空き家・空き

店舗の活用についても検討させていただければ

なと考えております。 

○内谷邦彦議長 ９番、鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 ぜひ、せっかく整備な

さるなら、いろんなことで活用していただきた

いと思います。 

 次に、市長にお聞きいたします。 

 空き家・空き店舗活用やまちなか美術館の運

営には、維持管理や採算性といった課題も伴う

と思います。その面では、民間の力を最大限生

かすことが大切だと思いますが、今後の運営体

制や財政負担、持続可能性の確保についてどの

ようにお考えなのでしょうか。 

 また、文教の杜全体の整備の中で、空き家を

どのように位置づけ、今後どのように展開して

いくのかお聞きしたいと思います。 

○内谷邦彦議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 空き家・空き店舗の活用あるい

はまちなか美術館の運営、文教の杜全体の位置

づけをどのように考えているかというご質問で

ございますが、担当課長のほうからありました

けれども、詳しく申し上げますと、この趣旨と

いうのはまずは２つございまして、一つは重要

文化的景観に選定いただきました平成30年で、

認定いただけますまで５年かけて、そして、長

井は水のまちでありますから、その水のまちと

併せた舟運のまちでもあるわけですね。その当

時の町屋が残っている十日町、大町周辺と、そ

れから、あら町、館町方面、２か所が建築物残

っていますから、それとこの水路、それを何と

か市民にも誇りに思ってもらってご覧いただき、

なおかつ外から多くの観光交流のお客様にお越

しいただこうということで、そのためには、残

念ながら、今の地域はどの建物が重要文化的景

観を構成する建物なのか、建築物なのか、よく

分かりませんし、案内はありますけど。それか

ら歩いていても、もう空き家、空き店舗だけで

何も見るものもない、食事もできない、休憩も

できない。歩いていて楽しいと思えるような状

況ではないので、これを根本的にウオーカブル

シティ、歩きながら、以前より観光協会が標榜

してきた、まちなか歩きのまち、これを実現す

るために、じゃあ、どういった要素が必要かと

いう観点から入っているんですね。 

 ですから、一つは重要文化的景観をどのよう

に生かすか、あと、もう一つはまちなかを歩い

て楽しんでいただけるようなまち、そこから国

土交通省の担当は建設課のほうに頑張ってもら

いましたけども、補助を受けまして、面的整備

でやるんですね。建物を建てるのが目的ではあ

りません、この事業は。 

 したがって、歩いて楽しいということから、

貿上通りはもともと石畳あったと思われますし、

あそこを石畳にしたり、あと、水路が一応ある

んですが、雨水の水路みたいな感じで、本来の

長井の水が流れているといいますか、まちなか

の、そういう水路でありませんので、それを水

路を表に１か所か、できれば２か所できればい

いんですが、あと、電柱の地下埋設やら、ある

いは重要文化的景観を構成する建築物を紹介で
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きるような、そういう面的整備を行っていきた

いと。まずは、今回は館町のほうは残念ながら

できなくて、宮・小桜街区のところと考えてい

ます。 

 そこで、一方で、文教の杜には数多くの美術

作品をご寄贈いただいて、保管しているんです。

ところが、議員からも、あるいは課長のほうか

らもあったかもしれませんが、大きな美術館を

造っても、例えば菊地隆知先生の作品700点ほ

どご寄贈、まだ全てではないですけども、やが

て全て頂くことになっているんですが、じゃあ、

その菊地隆知先生の美術館を造って、多くのお

客様、お越しいただけるかというと、なかなか

難しいと。経費はすごくかかるだろうと。した

がって、そうではなくて、今、空き家、空き店

舗たくさんありますから、それを今までは空き

家・空き店舗のデータを収集することがなかな

か市のほうでは難しく、かといって、不動産関

係の皆様からご協力いただく、あるいは地区長

さんからご協力いただくというのは限度があっ

て、もうどうしようもなかったんですが、地域

づくり協力隊の人たちが、今度、一般社団をつ

くって、そういったものを、空き家バンクなど

ももう既につくっていただいていますが、そう

いった方々のご協力を得て、まず、当初４か所、

文教の杜で保管している美術作品を展示すると

ころが３つ。 

 あと、もう一つは鈴木富美子議員おっしゃる

ように、障がい者の作品を見ていただこうと。

これは、障がい者の作品については、もちろん

地元の方々の作品も常時、ある程度、１カ月、

２カ月、３カ月で替えていく必要がありますの

で、したがって、今度、７月に岡山の旭川荘、

3,000人もいらっしゃる全国で有数のすばらし

い福祉施設、団体ですけども、そこと連携協定

を結んで、その作品などもお借りして見てもら

う。あと、地元の障がい者の作品なんかも見て

もらおうと。長井市はダイバーシティ、インク

ルーシブなまちづくりを進めていますから、そ

ういった意味ではそういう理解を進める上でも

いいだろうと。そこに、ぜひ、お土産屋さんを、

あるいはカフェとか、あるいはレストラン、そ

ういったものを造ってもらおうと。ですから、

ミニ美術館とお土産品を売るところとカフェか

レストラン、この３点セット、あと、それを運

営してもらうのはもちろん市ではなくて、私ど

もが空き家・空き店舗の所有者にご了解いただ

いて、リノベーションできれば、これは地域未

来交付金で、国の交付金を活用して、市または

まちづくり会社になっている地場産業振興セン

ターが工事を進めて、そして、それをやりたい

人に貸すと。賃貸で貸すという考え方です。そ

れには、市民の皆様あるいは地域おこし協力隊

の皆様から募集します。その募集がいっぱいあ

って、いろんなものが、作品はたくさんありま

すので、ですから、場合によっては３つ４つで

はなくて、もっと増える可能性もあります。そ

れは、我々、公設でちゃんと賃貸料をもらって

お貸しすると。場合によっては、我々しません

けども、その空き家、空き店舗を、ゲストハウ

スなんかも造ってほしいんですね。そんなこと

で、まちなか歩いて市民も楽しめる、外からい

らした方たちが、いや、今回、全て回り切れな

かったんで、じゃあ、次のときは１泊しようと

か、２泊しようとか、併せて白鷹も飯豊も小国

も南陽も、いろんな地域資源、すばらしい観光

の資源があるんで、そこを見たいということで、

関係人口につながるような、そして、そこの美

術館のところは必ずカフェとかレストランあり

ますから、そこで、地元の人との交流が生まれ

るような、そんなものを望んでいるんですね。 

 したがって、私どもとしては重要文化的景観

はもちろんですが、観光交流、そして、長井の

美術品、宝を見ていただいて、長井のファンに

なってもらおうということが目的でございます。 

 したがって、駅前通りをはじめ、本町のほう
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は新しい建物で、新しい機能を持った商業施設、

飲食店、一方で、宮・小桜街区の文教の杜周辺

は、昔の長井のよさを生かして、それにマッチ

するような美術館と飲食とかカフェとか、そう

いったものを造ることによって、非常に面白い

まちになるのではないかと考えているところで

ございます。 

 そんな位置づけで考えておりますので、ぜひ、

いろいろご提言をいただければありがたいなと

思っているところでございます。 

○内谷邦彦議長 ９番、鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 市長のお考えを聞いて、

ちょっとほっとしたところがありまして、やは

り昔の暮らし、町並みをあんまり壊したくない

と私は思っていて、その昔の暮らしのままのも

のを生かすという大事なことだと思います。 

 ただ、石畳につきましては、あら町でやった

ときに、冬、ちょっと問題があったんではない

かなと思って、その辺、心配するんですけど、

冬について、歩いている人とか滑りやすいとい

うことの心配は、市長、どうですか。その辺、

お聞きしたいと思います。 

○内谷邦彦議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ありがとうございます。 

 確かにあら町のほうは、例えば雨水が降った

ときに、今までは水路がきちんと整備されてい

なかったんで、そこは地元の方から非常に評価

されました。 

 一方で、滑りやすいということで、最初はそ

うだったんですが、滑りにくいような工夫をし

たと。ただ、あそこ、交通量そこそこあるので、

かなり石畳も傷んでいますので、今回、貿上通

りですと、車は、基本ウオーカブルなものです

から、地域の人たちが通るのはいいんですが、

基本は地域外の人たちは歩いて入ってもらうと。

文教の杜のところにも駐車場ありますが、もう

駐車場は基本、あそこには外からいらした方、

市民の方は止めないと、止められない。むしろ

「くるんと」の近くとか、旧長井小学校第一校

舎のところとか、あやめ公園とかつつじ公園か

ら歩いてもらう。だけども、何にもないとつま

んないわけです。ところどころに、道の駅に止

めてもらってもいいんですけど、旧長井小学校

第一校舎、随分あそこに車を止めて、食事とか

見にいらっしゃる方が増えて、そういう使い方

ですね。あと、文教の杜のところも歩いて、例

えば駐車場からどういうふうにして歩きながら

でも、ぜひ、歩いて楽しみたいと。 

 最近ですと、長野の小布施みたいな、そうい

ったいろんなところありますよね。長井は決し

て大きい町ではないので、まちなかを歩きなが

ら楽しむと。そして、そこのところどころでお

茶を飲んだり、食事したり、買物したりしても

らうということで、地域も活性化しますので、

そんなまちを考えています。 

 なお、議員からもあったんですが、前にまち

めぐり美術館ってありまして、それがヒントで

す。あれは大変いい試みだなと。それを常時す

ると、また違ってくるのではないかということ

で、そういったまちづくりＮＰＯセンターとか、

あの当時の実行委員会の皆様のご意見などもい

ずれいろいろお伺いしながら、これはぜひ実現

していきたいと考えています。 

○内谷邦彦議長 ９番、鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 ぜひ、あのまちめぐり

美術館は本当によかったなと思っていました。

結構、いろんな方面からいらして、たった３日

間のイベントでしたけども、あれは継続するべ

きだなと思いました。 

 地域おこし協力隊もそういう方面でいっぱい

今いらしておりますので、協力隊の３年の任期

が終わっても、こういうことで生かされるので

はないかなと思いますので、その点、しっかり

と対策していただきながら、長井にもどんどん

住んでいただくような形に持っていっていただ

きたいと思います。 



 

―３４― 

 あと一つ、水路を造るときに、梅花藻なんか

も出るような方法もないのかなとちょっと思っ

たところありますが、どうでしょうか。市長、

それ、難しいですかね。 

○内谷邦彦議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木議員おっしゃるように、む

しろ造らなくてはいけないんです。ただ、相当

コンクリートと石で造った水路ではちょっと難

しいので、そこのところ、どういうふうに工夫

するか。でも、梅花藻というのは非常に珍しく、

私も長井の梅花藻を名刺にさせてもらっている

以上は、ぜひ、そこを検討していかなくてはい

けないかなと思っておりますので、その辺など

もご指導いただければと。 

 なお、ミニ美術館とかの運営するとき、地域

おこし協力隊で何回かご一緒したんですけど、

なかなか中身が分からないので、手を挙げる方

いないんですね。むしろ、今、地域おこし協力

隊というのは、例えば去年大学を卒業した埼玉

の人が、けん玉ＳＰＩＫｅに来ているわけです。

ですから、今、大分緩和されて、長井市出身の

方が、ちょっと例えば仙台に今住んでいると。

あそこを辞めて、じゃあ家族もいることだし、

こちらでミニ美術館とか経営したいと。自分も

こういうことやりたいから、併せて、それに、

さっき言った３点セットのほかに何かをやると

いうことで、来てくれる可能性があるんで、そ

ういったことで市民の募集、市民の募集がなか

ったら、地域おこしの募集をしようかなと。 

 市民がいらっしゃるとき、地域おこし協力隊

で来られるんです。ですから、その辺のところ

を、ぜひ、市報でも紹介しながら、以前は都会

に何年以上住んでいた方というのがあったんで

すが、もう今はそのところは大分緩くなったよ

うですので、ぜひ、長井に帰ってきたいという

方については、まずは３年以内はいろいろ勉強

しながら、こちらで住まうことができますし、

仕事は地域おこし協力隊で、じゃあ、どういう

運営をしようかとか、どんなビジネスしようか、

考えながら、その制度を活用できますので、そ

んなこともぜひやっていきたいなと考えており

ます。 

○内谷邦彦議長 ９番、鈴木富美子議員。 

○９番 鈴木富美子議員 いろいろ考えをお聞き

して、期待したいと私は思います。 

 単発の施設整備に終わらないように、画期的

な文化エリアとして、ぜひ、継続できるように

発展していけたらと思いますので、皆さんもい

ろんな情報を持ちながら、せっかくてこ入れを

するんでしたら、みんなでやっていきたいなと

思いますので、今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

 私からの質問は以上とさせていただきます。 

○内谷邦彦議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５２分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○内谷邦彦議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 勝見英一朗議員の質問 

 

 

○内谷邦彦議長 次に、順位３番、議席番号３番、

勝見英一朗議員。 

○３番 勝見英一朗議員 ともに長井の勝見です。 

 ３月定例会の私の一般質問の最後で、市長の

答弁を受けて、モビリティマネジメント教育と

コンパクトシティにおける市営バスの考えを少

し述べさせていただきましたが、再質問するに


